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その他のタイトル Formation of Peasant Farming in Abukuma




















































この報告が対象としている阿武陵高原南部の 1 1村 ， 福島県東白 川~J1~!!校的に多様な様相を呈してきた




























































りも 20C低い. J設l援月の8月の平均気濁は23.40Cと冷涼であるが，最寒月の 1)~は1.OOCとそれほど
厳しくない しかし，高度により気温が著しく変化するため，水稲生産力や水稲品種，水稲冷害の被害
率などに高度差がみられる.また，終霜の時期も 4nT匂から 5月下旬までと高度により異なってお
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35)の生産額では，タパコ (2，700万円)とコンニャク(1， 600万円〉がそれぞれ 2位と 3位を占め，
牛乳 (900万円〉と肉用牛 (900万円〉もそれぞれ 6位と 7位を占めるようになった. しかし，生産額
の第 1位にある米は 1億 6，700万円で依然として卓越しており，総生産額の約60%を占めていた.こ
れは， 71<-稲の品種改良や稲作技術の向上などから水稲の単l院が飛躍的に増大し，生産量が増えたため
である. また，停滞していた隣の生産も1950年頃から増加イ頃向を示し， 1960年の繭の生産額は 1，500
万円で 4位に位置するようになった. 1970年になると，知Jl也利用におけるタパコとコンニャクへの特
化傾向が顕著になり，それらの生産額も 2億7，400万円と 1f意6，500万円に急増し，第 1位の米の生産
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増するの1950年以降であり，それ以前の生産高は変動が激しかった.たとえば， 1915年(大正 4) と
1929年〈昭和4) の水稲の生産高はそれぞれ 955tと1，013tを示しているが， 1905年〈明治38)と
1935年(昭和10) の生産高は凶作にみまわれ， それぞれ7tと418tに激減したり.鮫川村の水稲栽
培は不安定であったことに加えて，単収が低く， 1929年〈昭和4)の豊作fl寺でも 200kgにすぎなかっ



























































1930年く昭和 5)の鮫川村における主要農産物からの粗収入を第2表でみてみよう. 1 kg当りの価
格では， タノくコ(0.76円〉と繭 (0.98
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1，671頭でピークに達した 1930年(昭和5)頃，鮫川村の農家では， 3， 4頭の馬が飼養されていた
p~ は 11月から 4 )=jまで主j室内の肢で飼養され， 5月から10月まで放牧されていた.放牧は部落共有や
私有の山 j或で行われ，朝日11寺頃に Hf~ をiJJ域にあげ，夕方 5fl寺頃に i心域から馬をおろしてくる形態をと
勺ていた. また，農家は 6月から 9月までの問に山域で刈草を朝夕に行い，それを乾草にして冬場の
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飼料にしていた.草刈りは 2人で行い， 1:EUで l人4把(約90kg)の草を「ヤセンマJ(背負い子の
一種〉に積んで運んできたという.1誌の館料は!f¥l:草のほかに， 日~I~や土手の野草の青メÚ 1j ， 稲葉， 粉
糠，そして大麦と大豆を煮たものなどで，すべて自給されていた.仔馬は2才で赤坂仁11野に開設され































%と南jし¥伐を示していた.農家人口は 6，97]人であり ，農家 1戸当りの家族は 7人と多い.このこ と
は，i鮫JIli寸の農家が大家族的性格をもっていたことを示している. しかし， 1960年以降，農家数と農




年次 農家数 農家率 i畏家人口 専業別農家数(戸〕 種家I 経営耕地面積と経営規模
(戸〕 (%) (A) 1 :ßìtl 1J~ 2 ;j'{1 A =， I 1 -P 10. 5ha 10. 5~ 1. 0---12. O~ )3.0ha 
専業農家I第兼業農積家1卸託業農 合 ι 日'.1平j均コ 1未.満 i0l .Oha||2.0hal |20hail 以卜
1960 982 78.2 6， 971 339 536 107 1141. 2ha 1. 16ha 127戸 255戸 547 j=' 51戸 2戸
1965 968 77.5 6，406 236 538 194 1150.0 1. 19 100 245 564 59 C 
1970 95] 79.3 5，695 113 621 217 1168.2 1. 23 108 226 527 13 
1975 900 78.5 5，015 80 336 484 1082.0 1. 20 109 234 462 14 
1980 872 77.3 4，694 50 401 413 1150.0 1. 32 101 215 434 33 
〈農林業センサスにより作成〉
農家数を第 3表から専兼別にみると， 1960年では専業農家は 339戸であり 3 第 l種兼業農家と第 2
種兼業農家はそれぞれ 536戸と 107戸であった.兼業農家のうち，製炭業を営む自営兼業農家が 319
戸で最も多く，出稼や人夫日雇の兼業農家はそれぞれ15戸と16戸にすぎなかった その後，専業農家
は急減し続け， 1980年には50戸になってしまった 他方，第 l種兼業農家と第 2種兼業農家は1970年
までに急増し，それぞれ 621戸と 217戸になった.このi侍の兼業農家のうち，恒常的勤務や出稼，人
夫日屈に従事する農家がそれぞれ 167戸と 17l戸， 258戸に増加し， 製炭業を営む兼業農家は 242戸




ることがわかる(第3表). つまり， 平均経営面積は1960年で1.16haであったが， 1980年には1.32ha 
になった.このような漸増傾向は経営規模別農家数の推移からもうかがえる. 2.0ha未満の農家数は
減少を続けている.ことに1.Oha J夕、上2.0ha未満の農家数の減少が著しく， 1960年に 547戸あった農















年次 [語転車11J控除率直植議 くインタ |守 町 トラ y ク
一 一
1960 1 ，~~~古 1台 3台 O台 0台 O台 4f:二、I 
1965 391 1 1 1 19 1 0 。。 14 
1970 834 1 11 1 196 1 1 18 I 0 53 
1975 934 1 12 1 296 1 137 210 I 2 85 












飼育所や育苗施設，集荷，出荷所，集乳所があり， 1970年にはそれぞれ4カ所， 3カ目Fj-， 8カ所， 18 
カ所に立地していた.また，1977年頃から渡瀬，青生野地区でトマトのハウス栽培が普及し，ビニー
ル ・ハウスも重要な農業施設になってきた.この施設はパイプ式のもので，漉水施設とi坊風ネットも


























































水稲が占め，以下，工芸作物が16.1% (154.8ha)，飼料作物が12.0% (115. 4ha)を占めていた 工








1982年における鮫川村の水田面積は 774haであり，水田は標高 350mから 700mのnWjに閃かれてい
る26) そのため水稲の単収は標高により異なっている.平年作における水稲の単収を集落別に示した
第10図によれば， ?K.稲の単収は高度の上昇とともに減少する傾向にある.つまり ，10 a当り水稲の単
収は標高 400m未満で 560kg0、上， 400mから 500mの高度有，¥:で 420kgから 560kg，500mから 600m




















は， I~jコ生種のトヨニシキがそれぞれの作付面積全体の75.8% (30.7ha) と60.8% (232ha) を占め，
1'r:付品種の中核になっている28) 一方， 500mから 600mでは， 早生種のフジミノリとヨネシロがト
ヨニシキとともに作付品麓の中核になり，それらの作付面積全体に対する割合はそれぞれ32.1%(28. 
8ha) と16.3%(14. 6ha)， 19.3% (17.3ha)であった.さらに 600m以上になると， トヨニシキの作
付面積がほとんどなくなり，早生種のアキヒカリとやまてにしき，ヨネシ lコがそれぞれ作付面積全体
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砂質土壌，安定した商品価格，乾燥や家内加工によ る軽量化 と運搬しやすさ などを背景に発達してき
た.タ1'¥コの収穫面積は1960年に 52.8ha，1970年で 67.9ha，1980年においても 69.2haと停滞してい
る.これは，葉タバコの生産調整が1973年から行われているためである.しかし，タバコ栽培農ー家 1

















鮫川村のタ λ コ栽j:吉では，在来種の松川莱が用いられており 3 タパコの苗は共同育苗センタ ーで仕
立てられている.播種はジョウ ロを用いた水播きで，3月下旬に行われている.苗の定植は 4月下旬
で:lJ)，定植後，霜害防止や生育促進の目的でビニール・マノレチが施される.7月初句に芯止めが行わ
れ，収穫は 7月中旬から 8月中旬までである.収穫された葉タバ コは連干しと幹干しの 2つの方法で
自然乾燥されているめ gl然乾燥では，火力を用いた人工乾燥よりも広いタパコ乾燥室が必要になっ
てくる.このことは， 宅地内に建てられた2棟程度のタバコ乾燥小屋や宅地付近につ くられたヒ ニー
ルハウスやフア イロ ンハウスのタバ コ乾燥室などの景観に反映されている
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他方，コンニャケの栽培面積と収穫量は1973年の148haと1，230tをピ一次に減少傾向にあり， 1980 
年にはそれぞれ110haと728t に減少した.また，コンニャク栽培農家も 1980~:1三には 285 戸と 1960年の
約57%になってしまった.その反面，コンニャク栽培農家l戸当りの栽j者面積は， 1960年の10.3aか
ら拡大して1980年には38.6aになっている.このような傾向は，近年の市場価格の低迷と連年の気象





北東部の戸倉 (7.5ha)と馬場 (8.2ha)，東部の遠ケ滝 (4.6ha) と戸車 (5.5ha)，南西部の江竜 EB
(4.9ha) と南部の大犬平 (6.4ha)である.それらのなかで，北東部の 2集落における栽培農家 l戸当
りのコンニャク収穫面接は58aであり， f也集落の27a Vこ比べ大規模なものになっている
鮫川村のコンニャク栽培では， I地玉j と呼ばれる在来種が用L、られ;;4)，種いもは自給されており，
主に 2年生に着生した生子が使用されている.植付けは 5月上旬に行われ， 1 ~:l三生のものは 2 条千鳥































た39) ニラ栽培のI中心は富田地区と渡瀬地区である.ニラ栽培には， 8月上旬から 9月上旬にかけて



















































後，乳牛と肉牛による農業組生産額は増加を続け， 1980年にはそれぞれ 220百万円と 374百万円に達
し，牛乳と肉牛は鮫川村の重要な商品になってきている
鮫川村における現牛頭数は1969年の 635頭をピークに減少傾向にあったが， 1975年頃から漸増しは
じめ， 1 980:i=1:には 470頭に持ち直してきた.また，酪農家数は1966年の 257戸をピークに減少を続
け， 1980年に69戸と1966年の約30%に低下している. しかし，酪農家1戸当りの乳牛頭数は1960年に
1.4頭， 1970年に 3.0頭， 1980年で 6.8頭と漸増している.このことは，小規模な酪農家がi淘汰され，
中規模あるいは大規模な酪農家が現われてきたことを示唆している. しかし， 1981年の農家基礎台帳




の福原である. 1981年の農家基礎台帳によれば，両集落には酪農家がそれぞれ5戸と 4戸あり， 1戸
当りそれぞれ16頭と14頭の乳牛を飼養していた.土呂部や福原では， 3頭飼養段階にあった1965年頃
まで畦や土手， J域の野草，および稲葉が主要な飼料になっていた. しかし， 5頭以上の鈎養段階に
なると，混播牧草やデントコーンが栽培されるようになり，それらは青刈飼料やサイレージにされ














次に，鮫川村における肉牛の生産をみてみよう. I苅ヰ二の頭数は1960年に 811頭， 1970年に1336頭，
1980{F-で1434頭と 7il折増しているが， 肉止|二の市場価格が不安定なため， 飼養頭数の年次的変動は大き
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ぃ.また，飼養農家数は1960年に 625戸， 1970年で 617戸，そして1980年で 548戸と減少傾向にある


















第14図 鮫川村における集落2JiJの肉牛の分布(l960~:1:: ， 1980年〉
(農林業センサス集落別結果表により作成〉
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てきた.ことに，仁|コ西部の福原と南部の大犬平では， 1980年の肉牛数がそれぞれ 107頭と 176頭にな




川村の北部の仔取り農家は 1，2 ifsIの和Ljこを舎飼し、中心で飼養し， 1頭程度の仔4こを生産するにとど
まっている. しかし， 飼養される和牛のほとんどが高等登録牛であるため， その仔牛の市場価格は
1983年で 1頭当り50万円から100万円であった.他方，鮫)1村の中部から南部の農家には， 10頭程の和
牛を飼養して，仔取り生産を行っているものがある.これらの農家は 9頭程度の仔牛を生産している































下旬から11月上旬まで利用していた.牧場では，字LL:I二や肉牛が l頭 1日当り 180pjで受託放牧されて
いる 46)，専門の管理人が l人で放牧管理を行っており，主に，朝夕に戸草牧場で，昼間に東野牧場で牧
柵や牛の頭数と健康状況を点検している.東野牧場は10牧区に，戸草牧場は 4牧区に分けられ， 6月
















































動は I~J 給生産を縮小し商品生産を拡大 させる方向に変化して きた . 近年，鮫川村において商品とし て




+~荊j ， i米+よ!日作物j，i米+畜産十繭j，I米十コンニャク+畑作物J，r米十 コンニ ャク+畜産+繭J，
「米十畜j主十コンニ ャタJ，i米十農外収入」の9類型に分類できる. これらの結合型からみると， 作










農 家 所 得ー 。〉 五lゴ 合 型
擦 大 i長 米 米- 米 米 米 米 米 米 米
司王 十
十 十
十 十 十 十 十 コソニ 十
コンニャク 苦{i il't 
組 藷産タバコタノくつよ!日作物音ill'fャク 十 十 農外~又
rラ~二， メl=kE 
十十十 十十苦'f il'f 入
十 コンニ
畑作物畜産 繭 繭 知i作物 i前 ¥'ク
赤坂中野|馬 4 2 8 2 16 400m 
未満
4 4 1 8 3 21 
3 8 1 3 16 
切 払 6 11 1 2 7 30 
赤坂西野 2 10 
2 2 16 
西 里部子 19 
l 3 10 37 
1 3 5 4 2 I 4 20 
西大追折岩宝 木山沢w野。・会大中4所木草央平区内戸
5 6 l 2 8 22 
10 3 13 
2 15 8 20 
西山 1 12 13 
5 7 1 7 20 
2 10 2 14 
400m 2 10 2 3 2 1 4 24 
3 3 14 20 
赤坂中野 新真大宮 坂・真坂宿東塩保 11 2 2 2 
。 22 
8 2 4 4 18 
沢・簿ケ久 8 4 1 4 4 21 
東宮内
2 5 2 10 23 
500m 赤坂東野 -前回 7 1 7 4 19 
ケ代滝下・広畑 2 2 1 1 4 10 
前 ;百 l 3 2 2 5 13 
富田 木反 田 13 2 4 3 3 25 鍬 国 11 1 4 3 4 5 28 
木田中江大 尻根山・・福中 野原
7 3 12 4 8 34 
5 7 3 5 20 
渡瀬 之・下 2 6 1 4 2 15 
竜戸 田中 2 2 7 4 3 18 1 5 1 3 10 
遠石戸大内井草ケ・滝フミ石草竜房上
l つ 2 14 3 22 
2 10 3 戸 3 20 
500111 
赤坂東野 4 2 7 4 17 
5 1 l 2 9 
600m 
8 3 15 2 28 
4 1 11 1 4 21 
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岩野草集落(鍛治平7戸，沼尻 l戸， 婦知目賀 l戸を含む〉には， 1980{1三において， 18戸の農家が
人口総数存在していたが52)，大正期には岩野草5戸，鍛治平3戸の計8農家からなりたっていた.




























7KEEl面積は， 19751=1三と比べて 2.6haほど増加した. I出場設備された水田は，第16[習に示された地区に



































安類の栽培が比較的労働力を必要とすることが原因であった.タパコ以外の畑地は，豆類 (74a )， 
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野菜類 (73a)，いも類 (53a)などの栽培に利用されている 56). また，ほとんどの農家が宅地の近
辺に l，._2 aの家庭菜園を所有しており，自給用にナス，キュウリ，ジューネ， トマトなどを栽培し
ている.












合せが一般的であった. 農家所得におけるこれらの内訳は，水稲が 55%，馬が 20%，薪炭が 15%，
そしてタバコあるいは養蚕が10%であった. したがって水稲栽培は重要な収入源であったが，当時は
現在のような耐寒品種は開発されておらず，冷害に悩まされることが多かった.そのため収穫量の年
変動が激しく， 1934年と1935年には， 2年連続で大冷害となり，岩野草集落においても， 13給用の米
も不足するほど収穫量が少なかった.昭和初期には，それまでの「通し苗代」にかわり， I普通商代」








南部の集落との結いが多く用いられていた. 7月から 8月にかけては， 7](の管理と手作業による除草








た. 依編みは~ 1日5枚， iつらじ作りは 1日10足程度可能であったという.













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次いで，水稲作部iヨIJを第 11立とするものが6戸，養J家部FlI]を第 1位とするものが 1戸であった・ 1982
年において，タパコ栽培を行っている農家は12戸存在し) 1戸当りの栽培而積は46.0aであり，こ


















{穣議務務懇慈懇{琶霊童路舗 陸議隆言語 盤趨 臨懇議選隆畿滋盤懇童書 7)<.田平IJ用













経経幽臨鑑謡ぎ滋語通 路a路運司 隊滋趨草書臨鐙畿滋幽 水田利用
1芹え主 施iEí~j蚤因循除草 rV在除草 A品)'.1).乾燥 1日2 ・ iJ'~!霊 (水稲作)
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やまっ ている.移~ill[後にビニ ーノレマルチ をm \，、て被覆を行い ， その後， 土寄せを行う . タパコの作業
とsitTiして 4月1=1句あたりから水田の緋起，施肥 5月上旬には代撞，そして中旬に田植を行な
う.;191:起， 田植と も現在では トラク ターや田植機を利用するため，短期間で行えるよ うになってい





タパ コの芯!とめは1940年頃と比べて1カ月近 く早い 6月下旬である. 土葉 ・土中葉の収穫(葉つみ〉
は7月初旬から始まる. 1 回の葉つみでそれぞれ 2 ~3 枚ずつ収穫し ， その後 5 /"'0..0' 7 日おきに順に上
位の築を摘んでい く. 合中葉の収穫は8月中旬頃ま でに完了する.つぎに総かき (切り込み〉の作業
を行い ， 本架から上位の葉 7 ~10枚を幹ごと 切り取り 収穫する. 合中葉の着葉位置は，およそ地面か
ら 1m強ほどの高さで ， 切り込まれた幹は120~1 30cmほどの長さである . 収穫後はただちに乾燥する
が，葉の収穫方法の違いによ り， 中葉系の葉は連干し，本葉系の葉は幹干しする. 連干しにする中葉
系の築は， 1本ワ ラ (連縄〉の間に l枚ずつはさみ，葉編みされた菜は，乾燥小屋で吊込みとよばれ
る方法で乾燥する.幹干しにする本葉系の葉は，畑で総がきし，葉のついたまま幹を乾燥させる.幹
は， 約10cI11間隔で張り めぐら された格子状のひもに掛けるが，その際， 天葉を下に， 本葉を上になる
よう にする. 8月下旬には，牛の飼料用として，タパコ畑にスピードエン麦が播種される.
9月下旬， 葉を乾燥させている合聞をみて， 稲刈が行われる. メリ り取られた稲は， 10日間位稲架に
干し ，10月初旬から脱穀，調裂を行う. 10月下旬になると葉タバ コの乾燥は終了 し，ついで選別が行
われる. タパコの葉は乾燥して壊れやすくなっているため，作業は朝など多少湿気の多い時間帯に行
われる.品イj切Ijに揃えられた タハコの葉は， 縦 ・横それぞれ 1m， 高さ0.5mほどの大きさに， 上・
下をハト ロ ン紙で j夫み ， 圧搾し ， ビ ニー ルで包む . ひ と 包みで約22~28kgの重 さになる . 10 a当り の
莱タパコの収量は150kg程度である.納付は12月初旬になり，集落単位で出荷される.12月に入ると，
農作業は一段落し，落葉採取がは じまる.落葉は牛舎に入れて厩堆肥を作り，来年のタパコ栽培の肥

























































































た.苦の家屋は茅寄屋根で，間取りは田の字型で， 24畳の部屋と 12~'置の部犀がそれぞれ 2 つずつある
という広いものであった.土問も広く，玄関から馬車を入れることができた.現在の家屋は瓦苦患根
で，各部屋の広さは音の家屋と比べて狭くなり ，IUJ取りは広間型に変った 6~置の部屋が 4 つあり，
中座敷は12畳:となっている.隠居屋は1983年に建てられ，ここに現在の世帯主夫婦が住むことになっ
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拠地 面I!造物
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よばれる〉の植付・が行われる・種芋には， 1年生 (1年玉ともよばれる)， 2年生， 3年生があり，
戸草では通常4年生を出荷する.鮫川村で最もコンニャク栽培が盛んな村北端の戸倉・馬場地区で
は，土壌がより肥沃であるため， 3年生の出荷が多い. コンニャクはj試に弱し、ため密植にするが，株
阿武|製高原南部における小股複合経営のlR: r~苛 103 
1りは 1i:j三生が 5r--.-'6CIl1， 2 i:j:.:~:j三が15C!l1前後 ， 3年生が25，._30cmであり，極芋の年生によって異なる・
lお芸rJ切である 6j:=J 5，._10日頃，仁lコf0j:培土(カタギリとよばれる〉が行われる.これは畝間を耕し，
畝J二に土寄せを行う.これにより土J~~の通気性， 排水牲が高められる . その後，ただちに稲葉が敷わ
らとしてかけられる65) 放わらは， 1:1射を制限することにより土壌の過乾燥を防止するだけでなく，
雑草，病筈の発生および土壌流出をWJぐ役目を果たす・除草剤の散布は， 6月下旬から 7月上旬にか
けて， および8月1:1]~こ行われる . 施肥は植村前に行い ， その後!こ1]耕直前に追JlB をする . 指り取りは ，
+01'転務:の後にj将りI1xり機をとりつけて， 10月中旬から11月初旬にかけて行われる.掘り取った芋から
JIかこ，予備乾燥を天日で行う.芋の年生によって乾燥期間は異なるが，平均すると10r-../15日間程度で
ある. その後，それらを木箱に入れ， 11月下旬から翌年の植付ー時期まで， 1玉屋Jあるいは「玉倉」とよ
ばれる コンニ ャク j町議障の中で乾燥貯蔵される.室温の低下を r~J ぐため， 1玉屋」の中では雑木を燃






響を及ぼす • 1972 r-../ 73年頃の価格上:A1.11~:Ï:tこは， iJJ林の斜面を自立って， 新たに コンニャク畑を造成する
例がみられた.戸草集落のある コンニ ャク栽培農家の例でみると，1袋30kg入りのコンニャク出荷価









用メ久牛である. 1:1二は 3歳を過ぎると，だいたい毎年 1由子を生むようになる.仔牛は生後 8，._10カ
月で ，j高田]にある東白JI養藷組合の競市に出荷される.
一般の仔牛の価格をみると， 1983年7月の聞き取りでは， 25，._30万円前後である. しかし，高等登












1t 業 構 造1)
タイプ 番号 1笠 ;15; 主 そ 。〉 安 {麦 部主 者
① 農業，日稼(土建〉 59:t- i挺 ~Z; 土建(J詣〉 39才
② 農業・!ヨ接(土建〉 42 
③ 農業. E=l稼(土建〕 56 1ユ1ヨJ己 業 ，'JI<E に 業 29 
③ i農業・日稼(土建〉 5/1 家事専従 運送業 :31 
A ⑤ 農業・日稼(土建〉 56 農業・ EI稼(土建〉 対[ j土1
@ 農業・ 5稼(土建〉 55 将、 業 説[
⑦ 農業・日稼(土建〉 56 f長 業 大 コ二 2f1 
③ 農業ー日稼(土建〉 29 
l ⑤ 農業・日稼(土建〉 48 農業・ iヨ稼(土建〉
流、 r'J:¥ 
⑬ 農出稼業・日稼(土建〉・短期 54 農 業 運送業〈村内〕 30 〔埼玉〕
B 
農出業稼・〔埼日稼玉〉(土建ト短期⑪ 52 
⑫ 長期出稼〔神奈川〉 55 農業・工場〔村内〕 電気工事〔村外〉 35 
⑬ 長期出稼 48 農業・工場〔村内〕 会社員〔白河〉 22 
C 
⑬ 長期出稼〔神奈川〉 58 1襲 業 農業・日稼(土建〉 36 
⑬ 電気工事〔村外〕 53 農 業 農業・日稼(山林伐採)31 












牛の放牧は，普通 5月から11月にかけて，戸草牧場で行われる.戸草牧場は， 1 975，._ 1979:{i三度の 5
年間，阿武隈南部区域広域農業開発事業によって，農用地開発公団が事業主体となって形成した預託












お け る j佐 業 経 li、F~ご;;
経 、E三τ為二~r 相l j出2)
対H(うちコンニ守川 l I~~)有牛2) 1j_1 林2) 制官 三乞:;!日
120 a 50 a (30 a ) 170 a l頭 100 a 
33 50 (30) 150 。 150 
73 60 (20) 133 2 80 養蚕を営む
94 30 (15) 124 2 150 
122 ? (7) ? 2 ? 1983年7月現在肉用牛 4 fif~ 
80 30 (25) 110 。 。
90 20 (0) 110 1 30 
80 30 (0) 110 。 100 
50 20 (10) 70 2 。
68 I 15 ( ? ) 83 2 。1983年7月現在肉用Ljニ4頭
30 I 20 (10) 50 。 30 位itf主の母が農業に従事
100 40 (0) 
82 40 (30) 
90 30 (23) 
36 30 (10) 
80 30 (20) 150 







業の例をみると ，23. 65haの下刈を， 140万円で請け負っている.作業には組合員各戸から出るオつけで
なく ，延べ 131人が 1週間の作業に従事した. 作業従事者の日当は組合の会議で決定され) 1982年の
場合，男子約 7，000円，女子約 6，000円であった.収入の残金は，組合費に組み入れられる.1983年
にはi司械に， 6月下旬に15haの下刈作業を請け負っている.
そのほか愛林組合は， しばしば営林署から雑木の山林の特別払い下げ (1特売Jとよばれる〉 を受
ける.払い下げられた山林は，組合の総会で製j実業に従事している人に山林の権利を売却したり ，あ
るいは雑木を伐採してノミノレフ干すや、ンイタケ原木 (ナ ラが主) として業者に売る.以上のよう に， 山林
は貴重な現金収入を提供している.








る. 1日で約 5，._ 6カゴ分が採取される.最近では耕転機に積みやすいという利点から，ナイロン製
の袋を用いる農家もある.落葉は 1週間ほど牛舎に入れ，牛に踏ませられる.その後，屋外に出して









第 8 表~;t， 1983年7月の閲き取り調査により，戸草集落のi二I=J心部の農家17戸の就業構造を切らかに













村全体から，計12人(1983年 6 月の場合〉がそこへ働きに，'~B かけF ていた.このような短期出稼は 1970

























































































































して分布している.農家は水田利用や先n地利用， iJJ域利用を組み合せること によ り小農複合経営を展
開させてきた.小農複合経営は，それほど広くない耕地を基盤にして多角的な農業経営を営み，それ
にさま ざま な農外就業を加味させたものと¥.，、える 鮫川村・でみられる伝統的な小農複合経営は，水稲





ことにより 商品生産部I'Jの拡大を図ってきた. その結果， 鮫川村では1950年頃から麦 ・雑穀類の生産
とj需産が，1960年頃からは製j実業と養蚕業が相対的に縮小され，小農複合経営は変化した.つまり，
110 人文地出学研究刊1







































































7)福島県令(1982): [i福島県農業災害誌.J]， 906~910. 
によれば， 1905年の凶作は，降雨が8月末まで続
き，稲井!リ丙が多発したもので，指島県の作況指数は
26で， 10 a当り I"j{lj恨は5lkgであった.また1935年の
凶作は 8月， 9 )cjの冷沼気候による冷害で，福島










































































にはじまり，順次3 第 1次農業構造改善事業 (1963
~1967年)と第 1 次林業構造改善事業(l968~1970
年)，第 1 次山村振興事業 (1970~1974年)，過疎地
域振興計画 (1971~1979年)，広域農業開発事業 (19







































討f~)j告が用いられ，その剖合は予言葉 7 制，}銃均íJ巴 3 書Ijで




















れた.子j和りは 1人 11= 1， 2 a程度を収穫するだけ























































































































































究報告(筑波大学地球科学系)， 4， 29，._37. iJJ-nr~f 
海・禦経富 (1983) 水郷地域における農村景観の
変容一一東村佐原組新田の事例一一.地域調査報告
(筑波大学地球科学系)， 5， 63~73. 
阿武隈高原南部における小波複合経営'の展開
Formation of Peasant Farming in Abukuma Highland 
一一一-The Case of Samekawa-mura， Fukushima Prefecture-一一
Shozo YAMAMOTO， Hideya ISHII， Kiyomi YAMASHITA， 
Yuji MURAYAMA and Toshio KIKUCHI 
115 
'The purpose of this paper 1S to analyze the geographical characteristics of mountainous areas 
through the formation process of small-scale complex management of agriculture. This study 
is based upon the framework of regional ecology whose concept is that environmental conditions， 
geographical sites， land-use and traditional farming activity are closely interrelated with each other 
as a口 agriculturalsystem and farmers attempt to make the most of their land resources to en-
hance the agricultural productivity. From this point of view， the present paper examines the trans-
fonnation of farming management and its significance in Samekawa-mura of Fukushima pre-
fecture， in order to elucidate general characteristics of the farmers' way of living in the moun-
tainous areas of high altitude and cool climate in Tohoku. Samekawa-mura is located in the 
southern part of Abukuma highland (400-700 meters above sea level) and its area is about 131 
square kilometers. Main result of this paper is summarized as follows. 
1n Samekawa-mura， paddy field， upland field and forest land are distributed around each farm 
household as a set. Each farmer has maintained the small-scale complex farming by utilizing 
these three effectively. The traditional farming in this area was the combination of rice cultiva-
tion， grain and bean cultivation， sericulture， horse-breeding and charcoal making. This was the 
self-sufficient farming with low productivity. This traditional farming， however， changed drasti-
cally after World War I. Farmers have become to introduce profitable commercial crops to 
increase their agricultural incomes. As a result， since 1950 non-economic farming such as grain 
and bean cultivation， charcoal making and horse-breeding has decreased， while production of to-
bacco and amorppophalus konjac， cattle breeding and dairy farming have dominantly increased. In 
the period of high economic growth， farmers with side jobs have increased in number greatly. 
Then we tried to explain the differences of the transformation in farming in detail， by in-
vestigating two small settlements in Samekawa-mura--Iwanokusa (450 meters above sea level) 
and Tokusa (580 meters above sea level). In Iwanokusa， farm households are situated in the 
plain along the main road， and the spatial arrangemeηt of farm households shows a cl ustered 
pattern. Paddy field is situated in the bottom of valley and upland field in the low hills behind 
the settlement. These cultivated lands are surrounded by thicket of assorted trees. The traditional 
small-scale complex farming in Iwanokusa has changed greatly from the 1960 's， due to the com-
mercia1ization of agricultural crops and the increase of engagement opportunity outside farming. 
Large-scale tobacco production and cattle-breeding have become dominant since 1960. In the period 
of bigh economic growth， the reclamation of upland field was practiced， and today tobacco culti-
vation plays an important role in farming. In 1982 the adjustment of partitions of paddy field 
W8S completed and the productivity of rice cultivation enhanced considerably. These changes of 
land utilization indicate that in Iwanokusa the intensification of farming activity has been pro-
gre ssed through the process of agricultural commercializa tion. 
On the other hand， Tolwsa which is located in the eastern part of Samekav{a-mura shows 
the scattered pattern in the spatial arrangement of farm households. The traditional farming in 
116 人文地期!学研究明
this area was almost same with that of 1 wanokusa. Small-scale complex farming 1n Tokusa 
changed into the dominant farming of amorppophalus konjac and cattle白breeding through the 
process of agricultural commercialization. Farmers with side jobs tend to increase in number 
because the productivity of rice cultivation is unstable due to the climatic restriction and the 
production of amorppophalus konjac is concentrated in a certain season. 
As shown in the agricultural management in these two settlements， each farm household 
has changed the farming type to enhance their farming earnings. This has brought about the 
areal differentiation in farming activity. But this changing process is very slow. Thus the tradi-
tional small-scale complex farming is preserved even today. This type of farming， however， will 
be certainly disappeared in the near future. 
阿武12静ijHf(rH ffI~における/ト農複合t壬 J営の展開 117 
写真1. 行肝l'li_t¥i一部の全景
(l 975 iV10 月，国土地rrn!;jé払iHt~~;て



















































そこには i:J与!と 2， 3 ~jf~のタノ〈コ
j;り品ノト J'f:~， '1'-合， ~:内ML J.合など
が配u立されている。近il:のタハコ
栽 j告の~).!:大にとらなし\宅地外に














われた。 1王 I~主主q.mi は lliケ段状(こ j立lJ比
され， タノ〈コ対1になってし、る。タ




5 FJJ二'IIJ(こ行jつれ， Jlx穫は 7月初



















阿武lij!J~~!j IJ江南部におけるノト農複合経常的展開 119 
写真6. 戸草における集落景観
(1983{f"-7 ]:'1) 
























































1) 生産を目的に I~:J 1:1二は合制される
ことが多かった。しかし，農業構
造改善事業や阿武限市1m区域広域
開発事業により青空J:mr地区をrl心
に牧野造成が進み， I失H二の欣牧が
25んになった。さらに I夫VIーを多
民飼育する農家やJJ~脊する 1史家ら
多く現われている。 1~1牛の前j主主方
法は「夏山冬lB.方式」で，普通 5
J=から1月にかけて放牧され，そ
の他のl時期には合飼される。
写真11.阿武限高原市部における
製炭業 (1982jF 3月)
第2次世界大戦前、製j長業はIJj
I或利用の生業のなかで最も重要で
あった。製炭は10月1:1旬から 3月
中旬まで行われ，農家にとって冬
場の収入源になっていた。(校)1村
では主に土筆が菩及し，そこで黒
炭が生産されていた。 1史家は!日i口
2.4m，奥行き3.6m，高さ 1m程
度の炭焼き釜を所有し， 1 Iftjに450
kg，年1IJ7.51から9tの炭を生jまし
ている。製mの原料はクヌギペコナ
ラで" 1有林や私有林から得てい
た。
